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２
０
１
６
年
６
月
15
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
（
水

田
宗
子
理
事
長
）
は
、
前
文
化
庁
長
官
の
青
柳
正
規
氏

を
招
い
た
講
演
会
「
自
然
・
人
間
そ
し
て
科
学
技
術
」

を
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
（
埼
玉
県
坂
戸
市
）
の

清
光
ホ
ー
ル
で
開
き
ま
し
た
。
青
柳
氏
に
は
、
本
学
が

今
春
開
設
し
た
先
端
科
学
研
究
所
の
所
長
に
就
任
い
た

だ
き
ま
し
た
。
長
い
学
究
生
活
に
裏
打
ち
さ
れ
た
豊
富

で
幅
広
い
デ
ー
タ
を
駆
使
し
、
日
本
人
の
み
な
ら
ず
人

類
の
将
来
に
示
唆
を
与
え
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
講
演

に
、
１
０
０
人
を
超
え
る
地
域
の
方
々
や
教
職
員
、
学

生
ら
約
５
０
０
人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

本
学
は
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
内
外

か
ら
世
界
的
に
影
響
力
の
あ
る
方
、
優
れ
た
研
究
業

績
を
残
さ
れ
た
方
な
ど
を
招
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
水
田
三
喜
男

記
念
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
昨
年
５
月
21
日
の

元
マ
レ
ー
シ
ア
首
相
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
ビ
ン
・
モ

ハ
マ
ド
（M

ahathir bin M
oham

ad

）
氏
を
皮
切

り
に
、
６
月
13
日
の
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授

の
エ
ズ
ラ
・
Ｆ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
（Ezra F. V

ogel

）

氏
▽
７
月
９
日
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
の
小

林
誠
氏
▽
７
月
10
日
の
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
代
表
取

締
役
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
鈴
木
敏
夫
氏
▽
10
月
１
日

の
日
本
経
済
団
体
連
合
会
名
誉
会
長
の
米
倉
昌
弘
氏

▽
11
月
21
日
の
国
際
浮
世
絵
学
会
会
長
の
小
林
忠
氏

▽
12
月
４
日
の
米
国
・
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
映

画
テ
レ
ビ
学
部
長
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
Ｍ
・
デ
イ
リ
ー

（Elizabeth M
. D

aley

）
氏
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
青
柳
氏
は
８
人
目
の
登
壇
と
な
り
ま
し
た
。

　

青
柳
氏
は
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
考
古
学
の
第
一

人
者
。
１
９
４
４
年
、
中
国
大
連
市
生
ま
れ
。
東

京
大
学
文
学
部
長
、
同
副
学
長
を
経
て
国
立
西
洋

美
術
館
館
長
、
文
化
庁
長
官
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
学
士
院
会
員
。
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No.23
（2016.9.30発行）

２
０
０
６
年
紫
綬
褒
章
。
２
０
１
１
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

文
化
賞
受
賞
。「
エ
ウ
ロ
ー
パ
の
舟
の
家
」「
古
代
都

市
ロ
ー
マ
」
な
ど
著
書
多
数
が
あ
り
ま
す
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
挨
拶
で
「
本
学

は
昨
年
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
新
た
な

５
ヵ
年
計
画
の
大
き
な
柱
と
し
て
、
自
然
科
学
と
人

文
科
学
の
垣
根
を
越
え
、
新
た
な
先
端
的
な
研
究
と

教
育
分
野
と
そ
の
課
題
を
探
求
す
るInstitute of 

A
dvanced Studies

の
設
置
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
自
然
科
学
と
人
文
科
学
の
分
野
を
考
え
て

い
く
（
本
学
の
）
先
端
科
学
研
究
所
所
長
に
誠
に
ふ

さ
わ
し
い
青
柳
先
生
に
お
受
け
い
た
だ
き
、
あ
り
が

た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
、
科
学
技
術
や
人

間
性
な
ど
幅
広
い
お
話
を
お
う
か
が
い
す
る
こ
と

で
、
日
本
と
世
界
の
こ
と
を
考
え
る
良
い
機
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

青
柳
氏
は
講
演
で
「
私
た
ち
は
科
学
技
術
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
危
う
さ
も
あ
る
こ

と
を
皆
で
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
切
り
出
し

ま
し
た
。
大
航
海
時
代
に
さ
ら
に
進
展
し
た
「
世
界

の
一
体
化
」
は
、
近
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
を
経

て
、
人
口
問
題
や
環
境
問
題
、
貧
困
問
題
、
疾
病
問

題
、
難
民
問
題
な
ど
の
難
問
に
直
面
す
る
新
た
な
世

界
の
一
体
化
の
段
階
に
入
っ
た
と
述
べ
ま
し
た
。
青

柳
氏
は
「
特
に
深
刻
な
の
が
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環

境
問
題
」
と
し
て
、
他
種
の
動
物
を
捕
食
す
る
動
物

を
意
味
す
る
「
捕
食
者
」
は
、「
人
間
に
と
っ
て
は

環
境
」
と
指
摘
。「
人
口
数
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す

ほ
ど
環
境
悪
化
が
進
ん
だ
ら
、
自
然
循
環
は
し
な
い

で
お
そ
ら
く
人
類
は
滅
ん
で
い
く
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
青
柳
氏
は「
歴
史
や
文
明
の
盛
衰
を
見
る
と
、

発
明
、
発
見
、
工
夫
が
人
類
を
将
来
、
も
し
か
す
る
と

滅
ぼ
す
原
因
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
も
述
べ
、「
先

端
科
学
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ず
、
神
頼
み
の
よ

う
な
怖
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
今
、
科
学
技
術
の
恩
恵

を
た
だ
享
受
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
研
究
が

な
さ
れ
、
そ
の
貢
献
と
弊
害
を
我
々
一
人
ひ
と
り
が
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
結
び
ま
し
た
。

水
田
三
喜
男
記
念 「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」シ
リ
ー
ズ

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念・水
田
三
喜
男
記
念「
グ
ロ
ー
バ
ル・レ
ク
チ
ャ
ー
」シ
リ
ー
ズ

青
柳
正
規
氏
を
招
い
た
講
演
会
を
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
６
月
15
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

水田三喜男記念

「グローバル・
レクチャー」
シリーズ
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質
疑
応
答
で
、
青
柳
氏
が
質
問
に
答
え
て
「
一
人
ひ

と
り
の
生
活
を
ど
う
抑
制
的
な
も
の
に
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
が
環
境
問
題
で
は
一
番
重
要
」
と
語
る
と
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。

表
彰

Ｕ
Ｃ
Ｒ
よ
り
水
田
理
事
長
へ
Ｕ
Ｃ
Ｒ
メ
ダ
リ
オ
ン
授
与

日
時
：
２
０
１
６
年
５
月
９
日

場
所
：U

niversity of California R
iverside, U

nited States of A
m

erica

表彰

　

Ｕ
Ｃ
Ｒ
（U

niversity of California Riverside
）

は
、
学
校
法
人
城
西
大
学
と
の
長
年
の
交
流
へ
の
貢

献
に
対
し
、
Ｕ
Ｃ
Ｒ
に
お
け
る
最
高
の
感
謝
の
印
で

あ
る
〝
Ｕ
Ｃ
Ｒ
メ
ダ
リ
オ
ン
〟
を
２
０
１
６
年
５
月

９
日
に
水
田
理
事
長
に
授
け
ま
し
た
。

　

Ｕ
Ｃ
Ｒ
メ
ダ
リ
オ
ン
は
Ｕ
Ｃ
Ｒ
に
対
し
、
極
め
て

大
き
な
貢
献
を
し
た
Ｕ
Ｃ
Ｒ
の
友
人
、
関
係
者
に
贈

る
た
め
Ｕ
Ｃ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
創
設

さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
著
名
な
７
名
の
方
に
贈

ら
れ
て
お
り
、
水
田
理
事
長
で
８
人
目
と
な
り
ま
し

た
。

　

本
学
へ
の
授
与
理
由
は
、
１
９
８
６
年
に
始
ま
る

継
続
的
な
両
学
の
学
生
交
流
な
ら
び
に
国
際
教
育
の

サ
ポ
ー
ト
へ
の
貢
献
で
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
っ
て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
き
た
水
田
宗

子
理
事
長
へ
の
感
謝
と
の
こ
と
で
す
。
メ
ダ
リ
オ
ン

の
上
に
は
「
１
９
８
６
年
、
水
田
理
事
長
に
よ
り
学

校
法
人
城
西
大
学
が
Ｕ
Ｃ
Ｒ
の
初
め
て
の
海
外
姉
妹

校
と
し
て
学
術
交
流
協
定
締
結
し
た
こ
と
、
そ
し
て

作
ら
れ
た
両
学
の
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
継
続
発

展
し
て
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
交
流
が
、
水
田
理

事
長
の
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
拡
大

を
続
け
、
さ
ら
に
幅
広
く
発
展
し
て
い
る
こ
と
へ
の

感
謝
を
込
め
て
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

授
賞
式
は
、Sharon D

uffy

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
長
の
司
会
で
、K

im
 W

ilcox 

Ｕ
Ｃ

Ｒ
総
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
お
祝
い
の
た
め
に
リ

バ
ー
サ
イ
ド
市
長Rusty Bailey

氏
とH

arry H
. 

H
orinouchi

総
領
事
な
ど
も
か
け
つ
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
城
西
大
学
と
城
西
国
際
大
学
の

３
２
０
０
名
以
上
の
学
生
が
Ｕ
Ｃ
Ｒ
の
短
期
と
長
期

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
リ

バ
ー
サ
イ
ド
の
地
域
的
な
厚
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
家
で
泊
ま
り
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
西
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
の
貢
献
に
感

謝
を
込
め
て
、Sharon D

uffy

先
生
に
学
校
法
人

城
西
大
学
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
名
誉
所
長
に
任
じ
、

D
uffy

先
生
も
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
と
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
６
月
に
は
、Setsu Shigem

atsu

先
生
と
と
も
に
Ｕ
Ｃ
Ｒ
学
生
21
名
が
城
西
に
き
ま
し

た
し
、
ま
た
秋
学
期
か
ら
新
し
い
長
期
の
留
学
生
が

来
る
こ
と
も
楽
し
み
で
す
。

　

こ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
の
授
与
が
、
Ｕ
Ｃ
Ｒ
と
城
西
の

関
係
を
強
化
し
、
国
際
教
育
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お迎えをする UCR の学生と教職員

　

２
０
１
６
年
４
月
６
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
ダ
ト
・
ス
リ
・
イ
ド
リ
ス
高
等
教
育

担
当
大
臣
を
招
い
た
講
演
会
を
、
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
の
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
国
際
性
、
専
門
性
、
日
本
文
化
を
身
に

つ
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
教
育
目
標
の
一

つ
に
掲
げ
、
積
極
的
に
海
外
の
大
学
、
研
究
機
関

と
学
術
交
流
協
定
を
結
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
数
は

１
６
０
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年

は
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
大
学
と
の
提
携
強
化
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
昨
年
５
月
21
日
に
は
、
創
立
50
周

年
を
記
念
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」
シ

リ
ー
ズ
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
・
ビ
ン
・
モ
ハ
マ
ド
元
首
相
の
講
演
会
を

開
催
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元
首
相
の
来
学
と
講
演
会
を

記
念
し
て
法
人
本
部
内
に
ア
セ
ア
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
学
術
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
る
マ
レ
ー

シ
ア
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＆
サ
イ
エ
ン
ス
大
学
と
の
間

で
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
に
沿
っ
た
ハ
ラ
ル
に
関
す

る
共
同
研
究
を
行
う
セ
ン
タ
ー
を
両
大
学
に
設
立
す

る
こ
と
に
な
り
、
イ
ド
リ
ス
担
当
大
臣
は
こ
の
日
の

調
印
式
に
合
わ
せ
て
来
日
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
先
立
ち
、
水
田
宗
子
理
事
長
が
「
ハ
ラ

ル
に
関
す
る
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
は
両
大
学
に

と
っ
て
大
変
記
念
す
べ
き
こ
と
で
す
。
大
変
お
忙

し
い
な
か
、
お
い
で
い
た
だ
い
た
高
等
教
育
担
当
相

の
ご
講
演
に
感
謝
し
ま
す
」
と
歓
迎
の
ス
ピ
ー
チ
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＆
サ
イ
エ
ン
ス
大
学
の
モ
ハ
マ
ド
・

シ
ュ
ク
リ
学
長
も
「
城
西
大
学
と
本
学
は
大
変
親
し

い
関
係
で
す
。
研
究
交
流
が
さ
ら
に
進
む
の
は
大
変

う
れ
し
い
こ
と
で
す
」
と
応
え
ま
し
た
。

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

マ
レ
ー
シ
ア
の
ダ
ト
・
ス
リ
・
イ
ド
リ
ス

高
等
教
育
担
当
大
臣
を
招
い
た
講
演
会
を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
４
月
６
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス



No.23  2016.9.30

3

　

イ
ド
リ
ス
担
当
大
臣
は
「
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る

高
等
教
育
の
シ
ナ
リ
オ
」
と
題
し
た
講
演
会
で
マ

レ
ー
シ
ア
の
大
学
教
育
の
現
状
を
紹
介
。
日
本
の
い

い
と
こ
ろ
も
取
り
入
れ
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界

で
評
価
さ
れ
る
大
学
教
育
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
結

び
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
な
が
ら
の
イ
ド
リ
ス

担
当
大
臣
の
熱
弁
に
、
ホ
ー
ル
を
埋
め
た
教
職
員
や

学
生
約
１
６
０
人
が
熱
心
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
引
き
続
い
て
、
ハ
ラ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー

の
調
印
式
が
行
わ
れ
、
水
田
理
事
長
、
シ
ュ
ク
リ
学

長
が
サ
イ
ン
を
交
換
。
イ
ド
リ
ス
担
当
大
臣
か
ら
も

立
ち
会
い
の
サ
イ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ハ
ラ
ル
研
究
を
め
ぐ
っ
て
は
、
化
粧
品
分
野
で
本

学
と
埼
玉
県
、
同
県
内
の
化
粧
品
製
造
業
者
に
よ
る

産
学
官
連
携
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今

回
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＆
サ
イ
エ
ン
ス
大
学
と
の
セ
ン

タ
ー
設
立
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
研
究
の
成
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

講演するイドリス高等教育担当大臣

調印する水田理事長とシュクリ学長

　

２
０
１
６
年
６
月
８
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
・

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念 

特
別
講
演

ア
メ
リ
カ
哲
学
者
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
氏
を
招
い
た

講
演
会
を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
６
月
８
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｊ
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
氏
を
招
い
た

講
演
会
「
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
―
―
思
考
を
侮
る

悪
に
つ
い
て
」
を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号

棟
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
学
校
法
人
創
立
50
周

年
を
記
念
し
た
特
別
講
演
で
、
研
究
者
や
本
学
の
教

職
員
、
学
生
、
留
学
生
ら
約
１
５
０
人
が
、
世
界
的

な
哲
学
者
に
よ
る
刺
激
的
な
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。

　

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
氏
は
、
米
国
ニ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル

大
学
の
哲
学
教
授
で
元
大
学
院
長
。
イ
ェ
ー
ル
大

学
、
ハ
バ
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
長
年
教
鞭
を
と
る
か
た

わ
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
形
而
上
学
と
ア
メ
リ
カ
の
分

析
哲
学
を
横
断
す
る
著
作
を
多
数
発
表
し
て
き
ま
し

た
。

　

講
演
の
テ
ー
マ
と
な
っ
た
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト

（
１
９
０
６
～
１
９
７
５
年
）
は
ド
イ
ツ
生
ま
れ
。

社
会
民
主
主
義
者
の
ユ
ダ
ヤ
人
家
庭
で
育
ち
、
大
学

で
は
哲
学
者
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
師
事
。
第
二
次
世
界

大
戦
中
に
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所
に
連
行
さ
れ
た
も

の
の
脱
出
し
て
最
後
は
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
ま
し

た
。
１
９
５
１
年
に
「
全
体
主
義
の
起
源
」
を
発
表

し
て
話
題
に
な
り
、
哲
学
者
の
地
位
を
確
立
。
そ
の

後
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
や
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
教

鞭
を
と
り
ま
し
た
。
１
９
６
０
年
に
逮
捕
さ
れ
た
、

ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
列
車
移
送
の
最
高
責
任
者
を
務

め
た
ア
ド
ル
フ
・
ア
イ
ヒ
マ
ン
に
対
す
る
裁
判
の
レ

ポ
ー
ト
は
、「
ア
イ
ヒ
マ
ン
擁
護
」
と
の
批
判
も
生

み
、
全
米
で
激
し
い
論
争
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
「
世
界
的

に
高
名
な
哲
学
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
て
光

栄
で
す
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
20
世
紀
に
傷
を
残
し

て
き
ま
し
た
。
本
日
は
倫
理
の
根
源
を
問
い
た
だ

す
講
演
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
思
索

や
将
来
を
考
え
る
示
唆
を
い
た
だ
け
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
」
と
歓
迎
の
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
し

た
。

午前の講演会後、マレーシアの留学生らと記念撮影

講演するバーンスタイン氏
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学
校
法
人
城
西
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
２
０
１
６
年
６
月
14
日
に
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
セ

ミ
ナ
ー
を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
し
、

１
９
９
８
年
城
西
国
際
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究

科
修
了
生
で
あ
り
、
現
在
株
式
会
社
Ｒ
Ｓ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ズ
代
表
取
締
役
社
長
の
方 

永
義
（
ほ
う 

な
が

よ
し
）
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、「『
日
系
３
世 

方

永
義
の
激
動
の
半
世
か
ら
学
ぶ
経
営
哲
学
』
～
会
社

設
立
か
ら
Ｍ
＆
Ａ
、
そ
し
て
上
場
企
業
オ
ー
ナ
ー
へ

～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
方
社
長
よ
り
城
西
国
際
大
学
大
学
院

人
文
科
学
研
究
科
修
了
後
に
起
業
し
た
経
緯
と
着
眼

点
、
夢
を
持
つ
大
切
さ
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
題
目
の
『「
モ
ノ
」
の
再
生
か
ら
「
経
営
者
」

の
再
生
へ
』
で
は
、
日
本
経
済
を
支
え
て
き
た
の
は
、

企
業
数
の
99
％
以
上
を
占
め
る
モ
ノ
づ
く
り
に
高
い
技

術
力
を
有
す
る
中
小
中
堅
企
業
で
あ
り
、
今
後
、
日
本

再
生
の
為
に
競
争
力
強
化
と
事
業
継
承
を
支
援
し
て
い

き
た
い
と
い
う
お
考
え
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
本
学
学
生
と
の
交
流
も
行
わ
れ
、

さ
ら
に
当
時
方
社
長
の
指
導
教
員
で
あ
っ
た
栗
木
先

生
を
交
え
、
学
生
と
の
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催 
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
６
月
14
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

講演会の様子

講演する方社長

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念 

特
別
講
演

日
本
文
学
研
究
者 

ス
ー
ザ
ン
・
ナ
ピ
エ
氏
を
招
い
た

講
演
会
を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
６
月
17
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

学生から花束を受けたナピエ氏

講演するナピエ氏

　

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
氏
は
講
演
で
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
ア

イ
ヒ
マ
ン
裁
判
の
レ
ポ
ー
ト
で
指
摘
し
た
「
悪
の
陳
腐

さ
」
に
つ
い
て
言
及
。「
普
通
の
人
間
が
思
考
を
放
棄

し
、
上
か
ら
の
命
令
に
忠
実
に
従
う
こ
と
で
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
の
よ
う
な
悪
に
加
担
し
て
し
ま
う
。
思
考
停
止
が

悪
を
生
む
」
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
言

い
た
か
っ
た
こ
と
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
状
況
に
も
触
れ
、「
イ
ス
ラ
ム
に

つ
い
て
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
同
じ
よ
う
な
感
じ
を

受
け
る
。
正
し
い
か
正
し
く
な
い
か
二
極
的
な
考
え
方

は
間
違
っ
て
い
る
。
思
考
停
止
す
る
こ
と
な
く
、
立
ち

止
ま
っ
て
考
え
る
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
悪
に
抵
抗
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
」
と
結
び
ま
し
た
。
質
疑
応
答

で
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
氏
は
、
留
学
生
や
一
般
の
方
か
ら

の
質
問
に
も
丁
寧
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
日
午
前
に
は
、
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
氏
の
妻
で
ブ
リ

ン
モ
ア
大
学
教
授
の
キ
ャ
ロ
ル
・
Ｌ
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ

ン
氏
の
講
演
会
「
文
化
的
記
憶
の
役
割
」
も
同
キ
ャ
ン

パ
ス
３
号
棟
の
国
際
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
学

作
品
、
映
画
に
お
け
る
広
島
や
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
な
ど
大

き
な
悲
劇
と
記
憶
に
つ
い
て
の
論
考
に
、
留
学
生
や
教

職
員
、
学
生
ら
約
１
０
０
人
が
聞
き
入
り
ま
し
た
。
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２
０
１
６
年
６
月
17
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
、
米
国
・
タ
フ
ツ
大
学

教
授
で
日
本
文
学
研
究
者
の
ス
ー
ザ
ン
・
ナ
ピ
エ

（Susan N
apier

）
氏
を
招
い
た
講
演
会
「
こ
こ
に

龍
あ
り
―
―
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ブ
リ
の
伝
説
と
遺
産
」

を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。
学
校
法
人
創
立
50
周
年
を
記
念

し
た
特
別
講
演
で
、
研
究
者
や
城
西
国
際
大
学
メ

デ
ィ
ア
学
部
の
学
生
や
教
職
員
ら
約
２
０
０
人
が
、

ホ
ー
ル
や
中
継
の
教
室
で
現
代
日
本
の
ア
ニ
メ
研
究

の
第
一
人
者
に
よ
る
興
味
深
い
講
演
に
聴
き
入
り
ま

し
た
。

　

ナ
ピ
エ
氏
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
東
ア
ジ
ア
言
語

文
明
学
部
で
博
士
号
を
取
得
。
テ
キ
サ
ス
大
学
の
助

教
授
、
教
授
を
経
て
現
在
、
タ
フ
ツ
大
学
教
授
。
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
文
学
、
日
本
文
化
研
究
の
第

一
人
者
で
、
特
に
現
代
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を

初
め
て
英
語
圏
に
お
い
て
学
問
的
に
批
評
、
考
察
し

た
功
績
で
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
３

年
に
日
本
児
童
文
学
学
会
特
別
賞
を
受
賞
し
た
『
現

代
日
本
の
ア
ニ
メ
―
―
『
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
』
か
ら
『
千

と
千
尋
の
神
隠
し
』
ま
で
』（
中
公
叢
書
）
な
ど
の

著
書
が
あ
り
ま
す
。

　

水
田
理
事
長
は
講
演
を
前
に
「
メ
デ
ィ
ア
学
部
で

は
シ
ネ
マ
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

り
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
コ
ー
ス
も
出
来
ま
し

た
。
本
日
の
講
演
は
、
本
学
のe-learning

プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
環
で
も
あ
り
ま
す
。
ご
高
名
な
ナ
ピ
エ
教

授
を
お
招
き
し
、
講
演
会
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
歓
迎
の
ス

ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。

　

ナ
ピ
エ
氏
は
講
演
で
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界

を
明
る
く
描
く
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ア
ニ
メ
と
違
い
、

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ブ
リ
の
ア
ニ
メ
は
重
層
的
で
多
面

的
な
世
界
を
表
現
し
て
い
る
」
と
指
摘
。『
と
な
り

の
ト
ト
ロ
』
と
『
平
成
狸
合
戦
ぽ
ん
ぽ
こ
』
の
印

象
的
な
場
面
の
映
像
を
流
し
な
が
ら
、「
ジ
ブ
リ
の

ア
ニ
メ
は
複
雑
。
喪
失
と
哀
悼
、
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
感
情
と
癒
し
が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
」

な
ど
と
語
り
ま
し
た
。
最
後
に
『
千
と
千
尋
の
神

隠
し
』
で
象
徴
的
に
描
か
れ
、
講
演
タ
イ
ト
ル
の

一
部
に
も
な
っ
た
〝
龍
〟
に
触
れ
、「
ド
ラ
ゴ
ン
は
、

記
憶
と
心
の
中
で
永
遠
に
飛
び
続
け
る
」
と
結
び

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ナ
ピ
エ
氏
は
学
生
の
質
問
に
答
え
て
、

「
以
前
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
が
、
素
晴
ら

し
い
ト
レ
ン
ド
が
起
き
て
い
て
、
ジ
ブ
リ
の
映
画
は

今
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
の
中
に
も
埋
め
込
ま
れ
て
い

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

１
６
０
人
が
聴
き
入
り
ま
し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
、
日
中
両
国
に
蓄
積
さ
れ
た
知
の
活
用
と

両
国
間
の
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

本
学
は
昨
年
12
月
、
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
法

人
本
部
内
に
国
際
現
代
詩
セ
ン
タ
ー
を
設
立
。
そ
の

後
、
中
国
の
北
京
大
学
詩
歌
研
究
院
、
北
京
師
範
大

学
、
首
都
師
範
大
学
と
交
流
協
定
を
結
び
、
日
中
両

国
の
現
代
詩
ジ
ャ
ン
ル
に
関
す
る
研
究
の
推
進
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
３
月
に
は
北
京
大
学
内
に
本

学
の
現
代
詩
セ
ン
タ
ー
事
務
所
を
開
設
。
北
京
大
学

内
に
日
本
の
大
学
の
研
究
所
が
設
置
さ
れ
る
初
の

ケ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
両

国
の
詩
歌
研
究
を
一
層
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
を
前
に
水
田
理
事
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て

挨
拶
。「
北
京
大
学
と
の
ご
縁
で
高
先
生
に
よ
る
魯

迅
研
究
の
講
演
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

魯
迅
は
近
代
化
の
中
で
中
国
と
日
本
を
つ
な
ぐ
極
め

て
重
要
な
文
学
者
で
、
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
場

に
ふ
さ
わ
し
い
ご
講
演
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
創
作
す
る
者
に
と
っ
て
幼

年
時
代
は
ど
う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
が
テ
ー

マ
で
す
が
、
同
時
に
日
中
の
激
動
の
時
代
に
成
長
し

て
き
た
、
年
代
、
経
験
も
違
う
詩
人
た
ち
の
幼
年
時

代
と
表
現
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
高
氏
が
「
魯
迅 

第
一
作
目
の
小
説
に

お
け
る
日
本
と
の
関
係
性
」
と
題
し
て
講
演
、
午
後

の
座
談
会
と
朗
読
会
に
移
り
ま
し
た
。
参
加
し
た

詩
人
は
中
国
側
が
、
楊
克
（Y

ang K
e

）、
梁
暁
明

（Liang X
iaom

ing

）、
樹
才
（Shu Cai

）、
華
清

（H
ua Q

ing

）、
从
容
（Cong Rong

）
の
５
氏
に

加
え
、
城
西
国
際
大
学
の
田
原
（T

ian Y
uan

）
客

員
教
授
。
日
本
側
が
、
宇
佐
美
孝
二
、
竹
内
新
、
新

延
拳
、
野
村
喜
和
夫
、
三
角
み
づ
紀
の
５
氏
と
詩
人

で
も
あ
る
水
田
理
事
長
。

　

２
０
１
６
年
７
月
１
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン

パ
ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で
、
国
際
現
代
詩
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
詩
と
幼
年
時
代
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
高
旭

東
（Gao X

udong

）
中
国
人
民
大
学
教
授
に
よ
る

魯
迅
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
に
加
え
、
日
本
と
中

国
の
現
代
詩
人
に
よ
る
座
談
会
と
朗
読
会
で
、
詩
人

や
研
究
者
、
教
職
員
、
留
学
生
、
日
本
人
学
生
ら
約

M
odern Poetry International Sym

posium

国
際
現
代
詩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
詩
と
幼
年
時
代
」を
開
催
、

併
せ
て
留
学
生
詩
歌
賞「
帰
路
賞
」創
設
を
発
表

日
時
：
２
０
１
６
年
７
月
１
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

座談会の様子

講演する高氏
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座
談
会
は
、
楊
、
新
延
、
華
、
野
村
、
田
の
５
氏

に
水
田
理
事
長
が
登
壇
。
進
行
役
は
田
教
授
が
務

め
、
水
田
理
事
長
は
「
詩
だ
け
で
な
く
創
作
す
る
も

の
に
と
っ
て
幼
年
時
代
は
大
き
な
原
点
。
ま
た
風
景

と
写
真
が
幼
年
時
代
を
語
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て

い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
楊
氏
は
「
幼
年
時
代
は
唐

詩
に
親
し
み
、
父
と
母
に
詩
の
手
ほ
ど
き
を
受
け

た
。
80
年
代
に
な
っ
て
初
め
て
外
国
の
詩
が
翻
訳
さ

れ
、
外
国
の
詩
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
振
り
返

り
ま
し
た
。
新
延
氏
は
「
詩
と
い
う
魔
法
を
使
う
こ

と
に
よ
っ
て
人
は
幼
年
時
代
に
帰
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
語
り
、
華
氏
は
「
詩
は
我
々
の
志
を
表
現
し

て
く
れ
る
。
人
と
し
て
の
叙
情
や
考
察
、
願
い
を
表

し
て
く
れ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
野
村
氏
は

「
中
国
の
方
の
コ
メ
ン
ト
を
聴
い
て
い
る
と
、
詩
と

死
が
同
じ
に
聞
こ
え
る
。
幼
年
と
人
間
の
最
後
の
死

は
同
じ
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、
田
教
授

は
「
ど
の
詩
人
に
と
っ
て
も
幼
年
時
代
は
創
作
の
源

の
一
つ
。
人
間
形
成
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の

で
は
な
い
か
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
梁
、
樹
、
从
、
竹
内
、
宇
佐
美
、
三
角

の
６
氏
が
加
わ
っ
て
朗
読
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

た
に
加
わ
っ
た
６
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
、「
詩
と
幼
年
時
代
」

に
つ
い
て
短
く
ス
ピ
ー
チ
、
12
人
全
員
が
こ
の
日
の

テ
ー
マ
に
ち
な
ん
だ
詩
を
一
遍
ず
つ
朗
読
し
ま
し
た
。

高
氏
が
飛
び
入
り
で
水
田
理
事
長
の
詩
を
暗
唱
、
即

興
で
４
行
詩
を
披
露
す
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

●
張
笑
神
（Z

hang X
iaoshen

）
水
墨
画
展

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
記
念
し
２
０
１
６
年
７

月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
３
号
棟
の
「
水
田
美
術
館
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

で
、
中
国
の
書
道
家
で
水
墨
画
家
の
張
笑
神
氏
の
水

墨
画
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

張
氏
は
１
９
５
８
年
生
ま
れ
。
墨
に
魅
了
さ
れ
、

50
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
絵
筆
を
執
っ
た
異
色
の
経
歴

の
持
ち
主
で
す
。
作
品
は
墨
の
滲
み
や
ぼ
か
し
と

と
も
に
描
線
を
用
い
て
抽
象
的
に
描
か
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
、
多
く
の
国
際
芸
術
専
門
機
関
や
個

人
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
京
大
学
詩
歌
研
究

院
に
本
学
の
現
代
詩
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
折
に

も
、
温
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
は
詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
氏
を
描
い
た
作
品

な
ど
20
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
前
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

水
田
理
事
長
が
「
前
衛
的
で
伝
統
を
超
え
た
新
し

い
水
墨
画
を
目
指
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
に
大
変
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、
展
示
会
は
私
ど

も
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
。
張
氏
は
「
自
分
の
理
想
を
実
現
さ

せ
て
く
れ
る
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
る
展
示
会
は
、
私
の

次
の
ス
テ
ッ
プ
の
原
動
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

と
応
え
ま
し
た
。

留学生から花束の贈呈

張笑神水墨画展のテープカット（右から２人目が張氏）

朗読する从氏 朗読する新延氏

朗読会の様子、朗読者は三角氏
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森
本
雍
憲
・
城
西
大
学
学
長
や
張
氏
が
師
と
仰
ぐ

画
家
の
野
田
弘
志
氏
も
加
わ
っ
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し

て
開
場
を
祝
い
ま
し
た
。

 

●
留
学
生
詩
歌
賞
「
帰
路
賞
」
創
設
を
発
表

　

こ
の
日
の
国
際
現
代
詩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
会
挨

拶
の
中
で
、
水
田
理
事
長
は
日
本
で
学
ぶ
留
学
生
を

対
象
に
し
た
詩
歌
賞
「
帰
路
賞
」
を
創
設
し
た
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
い
た
だ
い
た
城

西
大
連
・
瀋
陽
学
友
会
（
本
学
留
学
生
に
よ
る
同
窓

会
組
織
）
か
ら
の
寄
付
金
を
基
金
と
し
て
創
設
し
た

も
の
で
す
。
賞
の
名
称
は
、
水
田
理
事
長
の
詩
集

「
帰
路
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、
異
国
文
化
に
触
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
勉
学
に
励
む
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

を
詩
に
託
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
こ
め
ま
し
た
。

新
鮮
で
個
性
的
な
作
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

主　　催 学校法人城西大学国際現代詩センター

協　　賛 思潮社

後　　援 毎日新聞社、ジャパンタイムズ

選考委員 北川透（詩人）、高橋睦郎（詩人）、野村喜和夫（詩人）、平田俊子（詩人）、
水田宗子（詩人・比較文学者）、田原（詩人・翻訳家）

対　　象 現代詩（日本語で書かれたもの）

応募資格 日本で学ぶ外国人留学生 / 大学生 / 高校生。年齢不問

応募方法 応募作品は自作・未発表のもの

締め切り
2016年11月30日（消印有効）
住所、氏名（ペンネームの場合は本名も）、年齢、性別、電話、E メールアドレス、国籍、
略歴を記すこと。作品は A4用紙にプリントアウトしたもの。原稿の返却には応じら
れません。

郵  送  先 〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町3-26
城西大学・城西国際大学 留学生詩歌賞「帰路賞」委員会

発　　表 2017年1月末に、当インターネットweb サイトで発表。
雑誌「現代詩手帖」への掲載も予定。表彰式は 2017年2月（予定）

賞　　金 最優秀作品（1編）30万円　奨励賞作品（3編）3万円

連  絡  先
〒102-0093 東京都千代田区平河町2-3-20
学校法人城西大学紀尾井町キャンパス3号棟　国際現代詩センター
E- メール：kiro@jiu.ac.jp

「帰路賞」概要

　

２
０
１
６
年
７
月
12
日
、学
校
法
人
城
西
大
学
（
水

田
宗
子
理
事
長
）
は
、
カ
ナ
ダ
・
マ
ギ
ル
大
学
教
授

で
日
本
文
学
・
ア
ニ
メ
研
究
者
の
ト
マ
ス
・
ラ
マ
ー

ル
（T

hom
as Lam

arre

）
氏
を
招
い
た
講
演
会
「
地

域
的
テ
レ
ビ
に
お
け
る
ア
ニ
メ
」
を
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

学
校
法
人
創
立
50
周
年
を
記
念
し
た
特
別
講
演

で
、
研
究
者
や
城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
学

生
や
教
職
員
ら
約
１
５
０
人
が
、
ホ
ー
ル
で
ア
ニ
メ

研
究
を
牽
引
す
る
も
っ
と
も
先
鋭
的
な
研
究
者
に
よ

る
講
演
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　

ラ
マ
ー
ル
氏
は
、
シ
カ
ゴ
大
学
東
ア
ジ
ア
言
語
文

明
学
部
で
博
士
号
を
取
得
、
現
在
マ
ギ
ル
大
学
教

授
。
源
氏
物
語
研
究
か
ら
人
文
学
の
研
究
者
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
を
は
じ
め
、
谷
崎
潤
一
郎
研
究
、
映
画

研
究
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
大
き
な
学
問
的

貢
献
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
日
本
ア
ニ
メ
の
歴
史
を
、
技
術
・
社
会
・

作
品
の
詳
細
な
分
析
か
ら
紐
解
い
た
『
ア
ニ
メ
・
マ
シ
ー

ン
』（
２
０
０
９
年
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
学
会

（
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
）
と
映
画
メ
デ
ィ
ア
学
会
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）
で
出

版
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
高
い
評
価
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念 

特
別
講
演

マ
ギ
ル
大
学
教
授 

ト
マ
ス
・
ラ
マ
ー
ル
氏
を
招
い
た

講
演
会
を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
７
月
12
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

熱心に聞き入る聴講者

講演するラマール氏
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２
０
１
６
年
９
月
16
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン

パ
ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で
、
国
際
現
代
詩
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
俳
句
と
現
代
詩
の
あ
い
だ
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
学
の
国
際
現
代
詩
セ
ン
タ
ー
が
主
催
、
思
潮

社
の
後
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
芥
川
賞
作
家
で
詩

人
の
多
和
田
葉
子
氏
の
特
別
講
演
に
加
え
、
日
本
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
著
名
な
俳
人
と
詩
人
に
よ
る
座

談
会
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
間
に
広
が
る

表
現
の
空
間
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。
詩
人
や

俳
人
、
作
家
、
市
民
の
方
々
約
１
６
０
人
が
興
味
深

い
テ
ー
マ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　

本
学
は
昨
年
12
月
、
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
法

人
本
部
内
に
国
際
現
代
詩
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
ま
し

た
。
日
本
お
よ
び
世
界
に
お
け
る
近
現
代
詩
の
批
評

的
研
究
や
翻
訳
、
鑑
賞
の
中
心
と
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
詩
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
対

談
・
鼎
談
・
朗
読
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
か
ら
５
年
目
の
今
年
３
月
11
日
、
３
・
11
の

惨
事
を
詠
っ
た
詩
人
と
俳
人
に
よ
る
座
談
会
と
詩
の

朗
読
会
「
荒
ぶ
る
ゆ
り
か
ご
―
―
３
・
11
の
惨
事
へ

の
詩
的
な
応
答
―
―
」
を
開
催
。
７
月
１
日
に
は
、

日
本
と
中
国
の
現
代
詩
人
に
よ
る
座
談
会
と
朗
読
会

に
よ
る
国
際
現
代
詩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
詩
と
幼
年
時

代
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

水
田
理
事
長
は
開
会
挨
拶
で
「
俳
句
が
西
洋
の
詩

に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
一
度
は
俳
句
と
現
代

詩
の
関
係
、（
両
者
の
間
に
）
ど
う
い
う
表
現
の
空

間
が
広
が
っ
て
い
る
の
か
向
か
い
合
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
趣
旨

を
説
明
。「
多
和
田
氏
は
ジ
ャ
ン
ル
や
国
、
言
語
を

交
わ
ら
せ
な
が
ら
表
現
を
開
拓
さ
れ
て
き
た
方
。
ご

講
演
を
い
た
だ
く
こ
と
は
大
変
、
幸
せ
な
こ
と
で

す
」
と
、
多
和
田
氏
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

多
和
田
氏
は
「
だ
ぶ
る
文
字
、
か
さ
な
る
声
」
と

題
し
た
特
別
公
演
の
冒
頭
、
語
学
や
文
法
、
言
語
を

あ
し
ら
っ
た
「
川
柳
も
ど
き
」（
多
和
田
氏
）
を
披

露
し
て
会
場
の
笑
い
と
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。
多
和

田
氏
は
ド
イ
ツ
の
詩
を
例
に
多
言
語
性
に
つ
い
て
言

及
。
日
本
語
の
ひ
ら
が
な
と
漢
字
に
つ
い
て
も
触

れ
、「
漢
字
が
出
て
く
る
と
抽
象
的
な
意
味
の
あ
る

空
間
が
広
が
り
、
一
瞬
足
を
止
め
る
感
じ
。
ひ
ら
が

な
は
す
る
す
る
と
流
れ
て
い
く
感
じ
。
止
め
る
、
流

れ
る
の
変
化
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
リ
ズ
ム
が
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
」
と
語
り
ま
し
た
。

発言する高橋氏発言する高野氏

講演する多和田氏

M
odern Poetry International Sym

posium
Ⅱ

国
際
現
代
詩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
俳
句
と
現
代
詩
の
あ
い
だ
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
９
月
16
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

城
西
国
際
大
学
・
リ
ピ
ッ
ト
水
田
堯
客
員
教
授
は

講
演
を
前
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
こ
そ
が
現
在
の
大
学

が
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
で
あ
り
、
城
西

国
際
大
学
は
メ
デ
ィ
ア
学
部
を
中
心
と
し
て
、
大
学

間
、
研
究
者
間
、
学
生
間
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
流
が

可
能
と
な
る
場
を
提
供
し
よ
う
と
努
力
を
重
ね
て
お

り
、
そ
の
中
心
課
題
の
ひ
と
つ
が
、
本
日
の
公
演
も

そ
の
一
環
で
あ
るe-learning

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り

ま
す
。
世
界
的
に
重
要
な
研
究
を
発
表
し
続
け
て
い

る
ラ
マ
ー
ル
教
授
を
お
招
き
し
、
講
演
会
を
開
催
で

き
ま
す
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
」

と
歓
迎
の
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。

　

ラ
マ
ー
ル
氏
は
、
ア
ニ
メ
作
品
の
分
析
を
行
う
ば

か
り
で
な
く
、
ア
ニ
メ
作
品
が
生
産
、
流
通
、
消
費

さ
れ
る
様
態
を
十
分
に
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
主
張
し
、『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
と
『
花
よ

り
男
子
』
を
題
材
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
ア
ニ
メ
・
コ

ン
テ
ン
ツ
が
ど
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で

流
通
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
。
ラ

マ
ー
ル
氏
は
と
り
わ
け
、『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
に
関

し
て
は
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
い

た
る
歴
史
的
厚
み
の
な
か
で
、
日
本
、
中
東
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
き
た
か
、
そ
の
受

容
は
国
際
情
勢
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
き
た
か
に

注
目
し
、『
花
よ
り
男
子
』
に
関
し
て
は
、
マ
ン
ガ
、

ア
ニ
メ
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
映
画
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア

間
で
流
通
し
て
き
た
か
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
マ
ー
ル
氏
は
、
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
メ
デ
ィ
ア
間
の
流
通
に
関
す
る
質
問
に
答
え
て
、

「
商
業
的
目
的
だ
け
の
た
め
に
同
じ
作
品
を
再
利
用

す
る
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
に
は
否
定
的
だ
が
、
メ

デ
ィ
ア
間
の
流
通
は
、
常
に
何
か
新
し
い
も
の
を
作

り
出
し
て
お
り
、
商
業
主
義
に
は
還
元
さ
れ
な
い
可

能
性
が
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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２
０
１
６
年
４
月
２
日
、「
城
西
国
際
大
学
創
立

25
周
年
入
学
式 

理
学
療
法
学
科
開
学
式
」
を
城
西

国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス 

ス
ポ
ー
ツ
文
化

セ
ン
タ
ー
で
挙
行
し
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
て
、
４
月
よ
り
開
学
し
た
福
祉

総
合
学
部
理
学
療
法
学
科
の
阿
部
菜
摘
さ
ん
が
「
海

外
で
も
活
躍
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な
る

夢
を
め
ざ
し
て
、
素
晴
ら
し
い
学
び
の
環
境
を
有
効

に
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
マ
レ
ー
シ
ア 

ペ
ル
リ
ス
州
皇
太
子
ト
ヮ
ン

ク
ー
・
シ
ャ
イ
ド
・
フ
ァ
イ
ズ
デ
ィ
ン
・
プ
ト
ラ
・

ジ
ャ
マ
ル
ラ
イ
ル
殿
下
や
、
元
マ
レ
ー
シ
ア
観
光
大
臣

で
、
フ
ァ
ウ
ジ
ア
王
妃
財
団
理
事
、
城
西
国
際
大
学
ア

セ
ア
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
で
あ
る
タ
ン
ス
リ
・
ン
・

イ
ェ
ン
イ
ェ
ン
博
士
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

満席となったスポーツ文化センター

水田宗子理事長による式辞

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
高
橋
睦
郎
（
詩
人
）、
高

野
ム
ツ
オ
（
俳
人
）、
神
野
紗
希
（
俳
人
）、
田
原

（
詩
人
・
翻
訳
家
、
城
西
国
際
大
学
客
員
教
授
）
の

４
氏
が
登
壇
。
多
和
田
氏
と
詩
人
で
比
較
文
学
者
で

も
あ
る
水
田
理
事
長
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
ま

し
た
。
高
橋
氏
は
「
日
本
の
文
学
史
の
中
核
は
歌
の

歴
史
。
長
い
も
の
か
ら
短
く
な
っ
て
い
く
歴
史
だ
っ

た
。
そ
の
中
で
俳
句
は
最
も
進
化
し
た
最
先
端
の
詩

歌
」
と
述
べ
ま
し
た
。
担
い
手
の
高
齢
化
で
「
俳
句

の
将
来
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
」
と
も
語
っ
た
高
野

氏
は
「
現
代
詩
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
ち

な
が
ら
、
俳
人
が
言
葉
の
あ
り
方
を
認
識
し
て
き
た

こ
と
に
よ
っ
て
戦
後
、
新
し
い
俳
句
が
形
作
ら
れ
た

の
か
な
と
思
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
神
野

氏
は
「
今
の
現
代
詩
は
非
常
に
音
楽
的
だ
と
い
う
の

が
率
直
な
感
想
。
か
つ
て
視
覚
的
な
刺
激
を
受
け
た

現
代
俳
句
が
今
度
は
、
音
、
調
べ
、
声
と
し
て
の
言

葉
を
書
き
留
め
る
現
代
詩
か
ら
エ
ッ
セ
ン
ス
を
も
ら

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
語
り
ま
し

た
。
最
後
に
田
氏
は
「
国
際
的
な
ジ
ャ
ン
ル
に
な
っ

て
い
る
俳
句
に
比
べ
て
漢
詩
は
そ
う
で
は
な
い
。
中

国
語
は
閉
鎖
的
な
言
語
で
、
日
本
語
は
開
放
的
な
言

語
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

４
氏
の
発
言
を
受
け
て
多
和
田
氏
は
「
定
型
な
ど

小
説
が
俳
句
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
非
常
に
た
く
さ
ん

あ
る
と
感
じ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。
水
田
理
事
長
は

「
現
代
詩
と
俳
句
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
一
緒
に
、

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
作
り
、
生
き
残
っ
て
き
た
と
い
う

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
結
び

ま
し
た
。

　

国
際
現
代
詩
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王

国
「
チ
カ
ダ
賞
」
と
の
共
催
で
、
生
命
の
尊
厳
を
表

現
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
第
２
回
チ
カ
ダ
賞
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
11
月
18
日
に
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

発言する神野氏

シンポジウムの様子

学
術
交
流
活
動

城
西
国
際
大
学
創
立
25
周
年
入
学
式
・

理
学
療
法
学
科
開
学
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
６
年
４
月
２
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

学術交流活動



No .23  20 16.9.30

10

　

２
０
１
６
年
４
月
７
日
、
ベ
ト
ナ
ム
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
工
業
大
学
か
ら
理
事
長K

ieu X
uan H

ung

先

生
を
代
表
と
す
る
視
察
団
４
名
（
副
学
長N

guyen 
X

uan H
oang V

iet
先
生
、T

ran D
inh H

uy

施

設
計
画
・
管
理
担
当
副
社
長
と
日
本
語
研
修
セ
ン

タ
ー
所
長N

guyen T
hi Bich T

huy

）
が
、
両
大

学
間
の
交
流
関
係
を
深
め
、
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
具
体
的
な
策
定
と
研
修
、
そ
の
他
で
の
さ
ら
な
る

協
力
推
進
を
す
る
た
め
、
訪
問
し
ま
し
た
。

国
際
交
流
活
動

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
業
大
学
の
一
行
が
来
学

日
時
：
２
０
１
６
年
４
月
７
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
、

　
　
　

学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

同
社
は
、
２
０
０
０
年
に
創
立
し
て
以
来
、「
Ｍ

Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
（
マ
ウ
ジ
ー
）」「
Ｓ
Ｌ
Ｙ
（
ス
ラ
イ
）」

な
ど
若
い
女
性
に
人
気
が
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
を
擁
し
、

現
在
は
国
内
に
３
４
０
店
舗
、
中
国
を
中
心
に
海
外

で
１
６
０
店
舗
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
包
括

協
定
に
よ
り
、
両
者
で
産
学
連
携
・
相
互
協
力
を
行

い
、
経
営
情
報
学
部
が
中
心
と
な
っ
て
、
新
時
代
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
お
け
る
人
材
育
成
に
寄
与
し

て
い
き
ま
す
。

　

包
括
協
定
の
締
結
に
際
し
て
、
水
田
理
事
長
は

「
城
西
国
際
大
学
の
創
立
25
周
年
の
節
目
の
年
に
、

提
携
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
い
。
本
学
に

は
多
く
の
留
学
生
も
学
ん
で
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
面

で
互
い
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
村
井
社
長
は
「
当
社
は
若
い
女
性
が

主
役
と
な
っ
て
自
分
た
ち
が
着
た
い
服
を
作
る
、
と

い
う
こ
と
で
成
長
し
て
き
た
。
若
い
学
生
の
発
信
力

に
期
待
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
同
社
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
の

実
施
、
社
員
・
教
職
員
の
相
互
交
流
、
学
生
の
店
舗

で
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
を
行
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

　

２
０
１
６
年
４
月
11
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
・

城
西
国
際
大
学
は
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
株
式
会
社
バ
ロ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド

（
本
社
・
東
京
都
目
黒
区
、
村
井
博
之
社
長
）
と
の

間
で
「
産
学
連
携
に
関
す
る
包
括
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

株
式
会
社
バ
ロ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
と

産
学
連
携
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
６
年
４
月
11
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

学術交流活動

本
年
よ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
大
変
親
し
い
提
携
校
で

あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
大
学
ペ
ル
リ
ス
校
の
女
子
学
生
に
対

し
て
、
ペ
ル
リ
ス
州
の
フ
ァ
ウ
ジ
ア
王
妃
が
主
宰
さ
れ

て
い
る
財
団
か
ら
本
学
に
留
学
す
る
た
め
の
奨
学
金

が
支
給
さ
れ
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
初

代
５
名
の
留
学
生
が
今
回
入
学
し
ま
し
た
が
、
こ
の

新
し
い
両
大
学
の
結
び
つ
き
を
記
念
し
て
、
フ
ァ
ウ

ジ
ア
王
妃
の
ご
子
息
で
マ
レ
ー
シ
ア
大
学
ペ
ル
リ
ス

校
の
理
事
長
で
あ
る
皇
太
子
殿
下
、
理
事
長
代
理
の

皇
太
子
妃
殿
下
を
始
め
、
財
団
の
理
事
の
方
々
、
そ

し
て
両
大
学
の
関
係
発
展
に
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
、
ペ
ル
リ
ス
校
の
前
副
理
事
長
、
現
副
理
事
長
の

方
々
が
、こ
の
晴
れ
の
日
に
ご
臨
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

多
数
の
ご
来
賓
・
保
護
者
の
方
々
に
見
守
ら
れ
、

会
場
が
溢
れ
ん
ば
か
り
の
盛
況
な
入
学
式
と
な
り
ま

し
た
。

協定書に調印した水田宗子理事長（左）と村井博之社長

トヮンクー・シャイド・ファイズディン皇太子殿下による祝辞

柳澤伯夫学長による告辞
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一
行
は
、
最
初
に
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

れ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
業
大
学
か
ら
の
留
学
生
に
面

会
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
視
察
し
ま
し
た
。
次
に
東
京

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
動
し
、
水
田
理
事
長
ほ

か
本
学
教
員
に
表
敬
訪
問
。
現
在
の
交
流
実
態
の
報

告
と
今
後
の
交
流
に
つ
き
、
議
論
し
ま
し
た
。
会
議

の
後
、
一
行
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
を
行
い
、
メ

デ
ィ
ア
学
部
の
施
設
、
ア
セ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
業
大
学
と
本
学
は

交
換
留
学
、
国
際
教
育
推
進
の
た
め
、
２
０
１
５
年

１
月
に
大
学
間
協
定
を
結
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
相
互
の
理
解
を
深
め
、
学
生
の
交
流
、
ま

た
教
員
の
派
遣
、
そ
の
他
活
発
な
交
流
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

東京紀尾井町キャンパスにてホーチミン市工業大学の来訪

　

ミ
シ
ェ
ー
ル
・
ロ
ー
バ
ッ
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

大
使
夫
人
を
お
招
き
し
、「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
カ

フ
ェ
」
が
２
０
１
６
年
４
月
８
日
、
東
京
紀
尾
井

町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
国
際
会
議
室
で
開
か
れ
ま

し
た
。「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
カ
フ
ェ
」
は
カ
ジ
ュ
ア

ル
な
雰
囲
気
で
ゲ
ス
ト
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
世

界
各
国
の
文
化
、
政
治
や
歴
史
を
幅
広
く
学
ぶ
た

め
の
企
画
で
す
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
や
本
学
と
城
西
国
際
大
学
の
役

職
教
員
、
学
生
・
留
学
生
約
１
０
０
人
が
、
飲
み
物

や
お
菓
子
な
ど
を
取
り
な
が
ら
ロ
ー
バ
ッ
ク
氏
の
興

味
深
い
お
話
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
人
の
ロ
ー
バ
ッ
ク
氏
は
政
治
や
経
済
を

学
び
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
マ
グ
ヌ
ス
・
ロ
ー
バ
ッ

ク
氏
と
結
婚
。
１
９
８
２
年
か
ら
１
９
８
６
年
ま
で

に
日
本
に
滞
在
し
ま
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
投

資
銀
行
で
働
い
た
ほ
か
、
夫
の
ベ
ル
ギ
ー
の
赴
任
時

に
は
再
び
大
学
に
入
り
、
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
修
士
課
程
を
修
了
し
た
キ
ャ
リ
ア
が
あ
り
ま

す
。

　

ロ
ー
バ
ッ
ク
氏
は
日
本
で
の
発
見
の
ほ
か
、
フ
ラ

ン
ス
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
文
化
や
食
事
な
ど
の
違

い
、
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
公
私
の
バ

ラ
ン
ス
の
取
り
方
、
日
本
の
女
性
が
直
面
し
て
い
る

問
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
、「
女
性
が
出
産
後
で
も

仕
事
に
戻
れ
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ

て
日
本
の
経
済
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
」
と
結
び
ま
し
た
。
学
生
か
ら
の
質

問
に
も
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
丁
寧
に
お
答
え
に
な
り

ま
し
た
。

ミ
シ
ェ
ー
ル
・
ロ
ー
バ
ッ
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
夫
人
に
よ
る

「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
カ
フ
ェ
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
４
月
８
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

東京紀尾井町キャンパスにてヨーロピアン・カフェ

　

２
０
１
６
年
４
月
８
日
、
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ニ
ス

国
際
大
学
（V

enice International U
niversity

）

のD
r. U

m
berto V

attani

が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ

ン
パ
ス
に
来
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

ヴ
ェ
ニ
ス
国
際
大
学
は
１
９
９
５
年
、「Glob-

alization Program

」
と
い
う
共
通
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ニ
ス

に
面
し
た
海
に
あ
る
サ
ン
・
セ
ル
ボ
ロ
島
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
か
ら
の

学
生
に
加
え
、
日
本
、
中
国
、
中
東
、
ア
メ
リ
カ
な

ど
、
様
々
な
国
か
ら
学
生
が
集
ま
り
、
大
変
国
際
色

豊
か
な
大
学
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
のV

atttani
学
長
の
訪
問
は
、
本
学

の
高
等
人
文
学
研
究
所
所
長
で
あ
り
、
前
・
文
化
庁

長
官
の
青
柳
正
規
先
生
の
ご
紹
介
に
よ
り
、
実
現
い

た
し
ま
し
た
。

ヴ
ェ
ニ
ス
国
際
大
学
のD

r. U
m

berto V
attani

が

学
校
法
人
城
西
大
学
を
来
訪

日
時
：
２
０
１
６
年
４
月
８
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

Vattani 学長との集合写真
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２
０
１
６
年
５
月
16
日
、
駐
日
チ
ェ
コ
共
和
国

大
使
館
の
ト
マ
ー
シ
ュ
・
ド
ゥ
プ
特
命
全
権
大

使
と
、
本
学
海
外
姉
妹
校
の
プ
ラ
ハ
経
済
大
学

ハ
ナ
・
マ
フ
コ
ヴ
ァ
ー
学
長
が
来
学
さ
れ
、
ロ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
で
「
友
好
の
植
樹
式
」
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
植
樹
さ
れ
た
の
は
、
マ
フ
コ
ヴ
ァ
ー
学
長

か
ら
贈
ら
れ
た
チ
ェ
コ
の
バ
ラ
「
グ
ル
ス
・
ア
ン
・

テ
プ
リ
ッ
ツ
」
と
、
返
礼
と
し
て
本
学
か
ら
マ
フ

コ
ヴ
ァ
ー
学
長
に
贈
呈
し
た
新
種
の
バ
ラ
「
ハ

ナ
・
マ
フ
コ
ヴ
ァ
ー
」
の
２
種
。「
ハ
ナ
・
マ
フ

コ
ヴ
ァ
ー
」
は
、
日
本
ば
ら
会
の
富
吉
紀
夫
氏
に

よ
り
作
出
さ
れ
、
国
際
ば
ら
コ
ン
ク
ー
ル
新
品
種

コ
ン
テ
ス
ト
、
フ
ロ
リ
バ
ン
ダ
部
門
の
入
賞
作
で

す
。

　

植
樹
式
に
は
本
学
学
生
や
志
賀
直
温 

東
金
市
長
、

椎
名
千
収 

山
武
市
長
、
塚
瀬
一
夫 

東
金
国
際
交
流

協
会
会
長
ら
地
元
の
皆
様
も
お
越
し
に
な
り
、
地
域

と
の
国
際
交
流
も
進
展
し
ま
し
た
。

「
プ
ラ
ハ
経
済
大
学・学
校
法
人
城
西
大
学 

友
好
の
植
樹
式
」
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
６
年
５
月
16
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

植樹式でのあいさつ（右から水田宗子理事長、トマーシュ・ドゥプ特命全権大使、ハナ・マフコヴァー学長）

植樹式　記念撮影

　

２
０
１
６
年
５
月
15
日
か
ら
18
日
の
日
程
で
マ

レ
ー
シ
ア
の
ペ
ル
リ
ス
州
を
、
城
西
大
学
お
よ
び
城

西
短
期
大
学
の
森
本
雍
憲
学
長
と
城
西
大
学
お
よ
び

城
西
国
際
大
学
の
杉
林
堅
次
副
学
長
が
水
田
宗
子
理

事
長
の
名
代
と
し
て
訪
問
し
ま
し
た
。
な
お
、
今
年

の
４
月
に
は
ペ
ル
リ
ス
州
の
皇
太
子
と
皇
太
子
妃
が

本
学
を
訪
問
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
渡
航
の
主
目
的
は
ペ
ル
リ
ス
州
の
王

様
（H

is Royal H
ighness T

he Raja of Perlis, 
M

alaysia

）
の
73
才
の
誕
生
日
を
祝
う
こ
と
で
あ

り
、
昨
年
本
学
で
も
行
っ
た
ア
ジ
ア
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
５
校
の
一
つ
で
あ
る
マ
レ
ー

シ
ア
大
学
ペ
ル
リ
ス
校
（U

niM
A

P

）
等
と
の
大
学

連
携
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
、
ま
た
、U

niM
A

P

が
主
催
す
る
国
際
会
議
へ
の
参
加
も
重
要
な
目
的
で

し
た
。

　

王
様
の
誕
生
会
は
３
５
０
名
強
の
参
加
者
が
あ

り
、
大
変
豪
華
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
行
事
に
つ
い

て
は
、
異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
興
味

深
い
も
の
で
し
た
。

　

大
学
連
携
協
議
で
は
、
学
校
法
人
城
西
大
学
ア
セ

ア
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
長
で
マ
レ
ー
シ
ア
の
元
観

光
大
臣
で
あ
るN

g Y
en Y

en

先
生
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
も
あ
っ
て
、
来
年
度
も
ア
セ
ア
ン
か
ら
多
く

の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

ま
た
、
国
際
会
議
で
は
杉
林
副
学
長
に
よ
る
法
人
、

城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
一
行
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
ル
リ
ス
州
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
６
年
５
月
15
日
～
18
日

場
所
：
マ
レ
ー
シ
ア
大
学
ペ
ル
リ
ス
校
、マ
レ
ー
シ
ア

UniMAP にて今後の大学間連携について議論（正面にマレーシア・ペルリスの皇太子および
皇太子妃、右手に森本学長）

　

会
議
で
は
、
両
学
に
お
け
る
今
後
の
学
生
交
流

や
共
同
教
育
、
研
究
交
流
な
ど
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
積
極
的
な
意
見
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
のV

atttani

学
長
の
訪
問
を
機
に
、
両
学

の
学
術
交
流
の
一
層
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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２
０
１
６
年
５
月
17
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
、
チ
ェ
コ
共
和
国
上
院
議

員
の
文
教
人
権
請
願
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
表
敬
訪

問
を
受
け
ま
し
た
。
本
学
と
チ
ェ
コ
の
学
生
交
流
促

進
な
ど
に
関
し
、
貴
重
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

　

本
学
は
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の

様
々
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
る
な

か
、
特
に
中
欧
地
域
と
の
教
育
交
流
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
チ
ェ
コ
で
は
、
プ
ラ
ハ
経
済
大
学
、
カ

レ
ル
大
学
、
マ
サ
リ
ク
大
学
の
３
大
学
と
学
術
交

流
協
定
を
締
結
し
、
城
西
大
学
と
城
西
国
際
大
学

で
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

チ
ェ
コ
か
ら
受
け
入
れ
た
学
生
は
５
人
、
送
り
出

し
た
学
生
は
14
人
。
ま
た
、
本
学
で
は
、
チ
ェ
コ
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ロ
バ
キ
ア
の
「
Ｖ

４
（
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
か
国
）」
と
の
イ
ベ
ン

ト
を
外
務
省
、
各
大
使
館
と
と
も
に
毎
年
、
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

一
行
は
訪
日
団
団
長
の
ズ
デ
ニ
ェ
ク
・
ベ
ル
カ
委

員
長
を
は
じ
め
５
人
。
約
１
週
間
の
滞
在
で
文
化
庁

や
国
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
大
学
・
小
学
校
な
ど
を
訪
問
、

日
本
と
チ
ェ
コ
の
高
等
教
育
機
関
の
学
生
交
流
促
進

や
科
学
技
術
研
究
分
野
で
の
交
流
促
進
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
す
で
に
学
生
交
流
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
本
学
が
、
大
学
訪
問
の
最
初
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
午
後
、
本
学
の
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
を
訪
れ
た
一
行
は
、
３
号
棟
の
国
際
会
議
室
で
、

水
田
理
事
長
や
柳
澤
伯
夫
・
城
西
国
際
大
学
学
長
ら

と
懇
談
。
水
田
理
事
長
は
歓
迎
の
挨
拶
で
「
本
学
の

職
員
に
な
っ
た
留
学
生
も
お
り
ま
す
。
日
本
の
若
い

人
た
ち
、
特
に
城
西
大
学
の
若
い
人
た
ち
が
、
積
極

的
に
皆
さ
ん
の
国
と
交
流
し
て
こ
れ
か
ら
の
世
紀
を

生
き
る
人
材
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
ま
す
ま
す
チ
ェ
コ
の
国
、
大
学
と
私
ど

も
と
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
を
心
か
ら
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
一
方
、
ベ
ル
カ
委
員
長
は

「
留
学
生
交
換
な
ど
で
微
力
な
が
ら
お
役
に
立
ち
た

い
」
と
応
え
ま
し
た
。
本
学
の
紹
介
ビ
デ
オ
上
映
に

続
く
懇
談
で
、
子
ど
も
の
保
護
に
長
く
関
わ
っ
て
き

た
と
い
う
ズ
ザ
ナ
・
バ
ウ
デ
ィ
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
委
員
は

「
子
ど
も
た
ち
の
権
利
は
何
よ
り
も
重
要
。
皆
さ
ま

は
、
子
ど
も
た
ち
が
有
す
る
権
利
に
大
き
く
関
わ
り

貢
献
さ
れ
て
い
る
」
と
発
言
。
水
田
理
事
長
は
「
私

ど
も
の
大
学
は
『
子
ど
も
福
祉
コ
ー
ス
』
も
持
っ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
を
お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

チ
ェ
コ
共
和
国
上
院
議
員
・
文
教
人
権
請
願
委
員
会
が
表
敬
訪
問

日
時
：
２
０
１
６
年
５
月
17
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

懇談後の記念撮影

【
瀋
陽
師
範
大
学
創
立
65
周
年
記
念
式
典
参
加
】

　

２
０
１
６
年
５
月
21
日
、
本
学
姉
妹
校
で
あ
る
瀋

陽
師
範
大
学
創
立
65
周
年
を
記
念
し
て
の
世
界
学
長

会
議
に
水
田
宗
子
理
事
長
が
招
待
さ
れ
、〝
大
学
教

育
と
国
際
化
〟
に
つ
い
て
講
演
を
致
し
ま
し
た
。
世

界
各
地
の
姉
妹
校
か
ら
、
約
40
名
が
お
い
で
に
な

り
、
大
変
意
義
深
い
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

瀋
陽
師
範
大
学
は
、
張
徳
祥
先
生
の
ご
紹
介
で
学

術
交
流
協
定
を
締
結
し
、
そ
の
後
、
特
に
古
生
物
博

物
館
、
日
本
語
教
育
、
美
術
と
デ
ザ
イ
ン
学
院
と
の

提
携
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
姉
妹
校
と
と
も
に
友
好
の
森
に
植
樹
と

本
学
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
プ
レ
ー
ト
の
除
幕
式
を
林

群
学
長
と
と
も
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
長
会
議
終
了
後
、
于
文
明
書
記
、
孫
革

院
長
と
会
談
し
、
本
学
化
石
博
物
館
の
一
層
の
連
携

推
進
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
美
術
と
デ

ザ
イ
ン
学
院
張
鵬
院
長
の
案
内
で
、
学
院
の
見
学
と

お
茶
の
お
も
て
な
し
を
受
け
、
こ
れ
か
ら
美
術
と
デ

ザ
イ
ン
学
院
と
も
学
生
の
交
流
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
合
意
し
ま
し
た
。

【
城
西
大
連
・
東
北
学
友
会
開
催
】

　

２
０
１
６
年
５
月
22
日
、
大
連
市
内
の
ホ
テ
ル
で

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念
城
西
大
連
・

東
北
学
友
会
第
５
回
目
の
交
流
会
を
開
催
。
会
は
、

日
中
連
携
大
学
院
の
学
生
で
も
あ
る
由
志
慎
（
大
連

理
工
大
学
外
国
語
学
院
副
院
長
）
さ
ん
が
務
め
ま
し

た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
一
行
が
瀋
陽
・
大
連
の
姉
妹
校
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
６
年
５
月
21
日
～
24
日

場
所
：
瀋
陽
師
範
大
学
、大
連
理
工
大
学
、大
連
外
国
語
大
学
、

　
　
　

東
北
財
経
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

水田理事長の発表
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城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
で
学
ん
だ
日
中
連
携

大
学
院
の
卒
業
生
、
在
学
生
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
や
共
同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
卒
業

生
、〝
向
坊
隆
記
念
〟
村
井
隆
奨
学
金
、〝
水
田
三
喜

男
記
念
〟
水
田
宗
子
奨
学
金
の
受
賞
生
、
私
費
留
学

の
卒
業
生
等
な
ど
に
加
え
、
大
連
市
対
外
友
好
協

会
、
大
連
理
工
大
学
、
大
連
外
国
語
大
学
、
中
国
東

北
大
学
か
ら
、
多
く
の
来
賓
の
先
生
方
な
ど
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
連
理
工
大
学
元
書
記
・
城
西
大
学
名
誉

博
士
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
張
徳
祥
先
生
、
お
よ
び
大
連

市
中
日
友
好
学
友
会
会
長
も
務
め
る
大
連
理
工
大
学

の
杜
鳳
剛
先
生
や
、
大
連
外
国
語
大
学
の
陳
岩
先

生
、
そ
し
て
急
遽
参
加
く
だ
さ
っ
た
大
連
市
外
事
弁

公
室
主
任
于
涛
氏
な
ど
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
集
ま
っ
た
卒
業
生
た
ち
は
、
母
校
と
恩
師
へ

の
感
謝
を
述
べ
、
中
日
の
相
互
理
解
に
自
分
な
り
の

力
で
貢
献
し
た
い
、
そ
し
て
、
母
校
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
口
々
に
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
学
友
会
に
お
い
て
、
水
田
理
事
長

の
詩
集
『
帰
路
』
の
中
国
語
版
が
、
大
連
理
工
大

学
出
版
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
お
祝
い
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
翻
訳
者
は
、
陳
岩
先
生
で
、
こ
の
本
は
、

学
友
会
参
加
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。

　

水
田
理
事
長
よ
り
、
昨
年
こ
の
学
友
会
で
学
校
法

人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
に
い
た
だ
い
た
お
祝
い
金

を
基
に
留
学
生
詩
歌
賞
「
帰
路
」
賞
が
設
立
さ
れ
た

こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
非
常
に
意
義
あ
る
こ
と

と
み
な
さ
ん
か
ら
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

奨学生より感謝のメッセージ

【
大
連
理
工
大
学
】

大
連
理
工
大
学 

王
寒
松
党
委
書
記
表
敬
訪
問

　

２
０
１
６
年
５
月
23
日
午
前
10
時
よ
り
、
水
田
宗

子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
一
行

は
、
新
し
く
就
任
さ
れ
た
王
寒
松
党
委
書
記
を
表
敬

訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

王
党
委
書
記
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
連
理
工
大
学
と

本
学
の
交
流
の
経
緯
な
ら
び
に
実
績
を
す
べ
て
理
解

し
て
お
ら
れ
、
奨
学
金
授
与
、
日
中
連
携
大
学
院
、

Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
制
度
、
水
田
三
喜
男
記
念
文
庫
、
本
学
へ

の
研
修
訪
問
に
つ
い
て
感
謝
の
意
を
述
べ
ら
れ
、
ま

た
、
水
田
理
事
長
の
詩
集
『
帰
路
』
が
大
連
理
工
大

学
出
版
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

名
誉
に
思
う
と
お
話
し
に
な
り
、
特
別
に
ハ
ー
ド
カ

バ
ー
版
を
手
渡
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
大
連
理
工
大
学
に
て
、
向
坊
隆
記
念

〝
村
井
隆
〟
奨
学
金
、
水
田
三
喜
男
記
念
〝
水
田
宗

子
〟
奨
学
金
授
与
式
お
よ
び
水
田
三
喜
男
記
念
文
庫

第
12
次
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

賈
振
元
副
学
長
を
は
じ
め
同
大
学
の
先
生
方
の

ご
出
席
の
も
と
、〝
向
坊
隆
記
念
〟
村
井
隆
奨
学
金
、

〝
水
田
三
喜
男
記
念
〟
水
田
宗
子
奨
学
金
授
与
式

が
行
わ
れ
、
大
連
理
工
大
学
大
学
院
の
両
奨
学
生

計
20
名
に
水
田
理
事
長
お
よ
び
村
井
隆
氏
の
長
男

で
あ
る
村
井
博
之
氏
（
バ
ロ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
リ
ミ

テ
ッ
ド
社
長
）
か
ら
奨
学
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

授
与
さ
れ
た
院
生
は
、
い
ず
れ
も
大
連
理
工
大
学

の
各
専
門
分
野
の
博
士
課
程
と
修
士
課
程
か
ら
特

に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
活
動
、

そ
し
て
社
会
で
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
村
井
先
生
の
意
志
が
ご
家
族

に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。

学友会の集合写真

大連理工大学 王 寒松書記との面会

孫 革館長（左から３番目 )、于 文明書記（右から４番目）
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引
き
続
き
、
水
田
三
喜
男
記
念
文
庫
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
、
城
西
大
学
福
島
和
伸
先
生
か
ら
大
連
理
工

大
学
経
済
管
理
学
部
長
の
蘇
敬
勤
先
生
に
文
庫
の
目

録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
記
念
文
庫
は
、
大
連
理

工
大
学
経
済
管
理
学
部
Ｍ
Ｂ
Ａ
に
設
置
さ
れ
、
日
本

の
経
済
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
の
あ
る
研
究
者
・
院

生
、
城
西
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
と
の
Ｊ
Ｍ
Ｂ

Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
留
学
予
定
の
院
生
に
、
と
く
に
多

く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
、
王
寒
松
党
委
書
記
の
計
ら
い
も
あ
り
、

郭
東
明
学
長
に
も
面
会
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

大
連
理
工
大
学
出
身
で
あ
る
郭
学
長
は
、
幅
広
い
交

流
を
城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
と
推
進
し
た
い
の

で
、
ぜ
ひ
日
本
に
行
き
、
城
西
大
学
を
訪
問
し
た
い

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

【
大
連
外
国
語
大
学
】

大
連
外
国
語
大
学 

劉
宏
学
長
表
敬
訪
問

　

２
０
１
６
年
５
月
23
日
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
大

連
外
国
語
大
学
の
新
学
長
と
な
ら
れ
た
劉
宏
学
長
と

面
会
し
、
新
学
長
就
任
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
共
同
し
て
行
っ
て
き
た
大
学
院
教
育

な
ら
び
に
さ
ら
な
る
日
本
語
教
育
の
推
進
、
観
光
人

材
育
成
へ
の
連
携
な
ど
、
今
後
も
交
流
の
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
５
月
23
日
午
後
３
時
よ
り
、
大
連

外
国
語
大
学
に
お
い
て
、
大
連
外
国
語
大
学
・
城

西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
主
催
、
日
中
短
詩
協
会

後
援
に
よ
る
国
際
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〝
日
中
現

代
詩
を
め
ぐ
っ
て
―
―
「
外
地
と
表
現
」〟
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

水
田
氏
に
よ
る
外
地
と
表
現
を
め
ぐ
る
発
表
を
経

て
、「
外
地
と
表
現
」
を
テ
ー
マ
に
、
水
田
宗
子
、

陳
岩
、
杜
鳳
剛
、
劉
利
國
、
田
原
、
ま
た
本
学
で
博

士
号
を
取
得
し
た
若
手
の
大
連
外
国
語
大
学
准
教
授

で
あ
る
何
志
勇
、
孟
海
霞
諸
氏
に
よ
る
座
談
会
が
開大連外国語大学の訪問

奨学生のみなさんと

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
連
・
旅
順
は
、
日
本
人
も
多
く

居
住
し
、
独
特
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
展
開
さ
れ
た
場
所

で
あ
り
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
に
大
変

ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
と
言
え
ま
す
。
本
学
で
学

ん
だ
若
き
研
究
者
の
発
表
も
あ
り
、
有
意
義
な
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

【
大
連
対
外
友
好
協
会
新
会
長
と
面
談
・

水
田
理
事
長
へ
海
外
特
別
理
事
の
委
託
】

　

２
０
１
６
年
５
月
23
日
午
後
、
大
連
市
対
外
友
好

協
会
の
新
し
い
会
長
に
な
ら
れ
た
懐 

忠
民
氏
と
水

田
理
事
長
は
、
面
会
い
た
し
ま
し
た
。
前
の
李
永
金

会
長
か
ら
、
引
き
継
が
れ
、
今
後
も
城
西
大
学
と
親

し
い
交
流
関
係
を
継
続
し
た
い
と
の
お
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
水
田
理
事
長
へ
大
連
対
外
友
好
協

会
の
海
外
特
別
理
事
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い

と
の
お
願
い
が
あ
り
、
快
諾
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
場

で
海
外
特
別
理
事
の
詔
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

【
東
北
財
経
大
学 

夏
春
玉
学
長
ら
と
懇
談
】

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
一
行
は
、

２
０
１
６
年
５
月
24
日
に
東
北
財
形
大
学
夏
春
玉
学

長
ら
と
会
見
し
ま
し
た
。
東
北
財
経
大
学
側
は
、
夏

学
長
の
他
に
張
軍
濤
教
務
部
長
、
張
語
辞
国
際
交
流

所
長
、
方
愛
郷
教
授
ら
が
同
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
の
学
術
交
流
協
定
以
来
、
城
西
大
学

現
代
政
策
学
部
、
大
学
院
へ
の
留
学
、
ま
た
研
修
受

け
入
れ
な
ど
、
年
々
交
流
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま

す
。
今
後
、
協
定
に
基
づ
き
、
両
学
で
協
議
を
し
な

が
ら
、
経
営
・
福
祉
・
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
・
人
文
・

環
境
の
領
域
に
お
け
る
大
学
院
生
（
１
＋
１
）、
ま

た
、
短
大
へ
の
受
け
入
れ
な
ど
の
具
体
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

懐 忠民会長から水田理事長へ大連対外友好協会の海外特別理事の詔書が授与

東北財形大学夏学長ご挨拶



No.23  2016.9.30

16

　

２
０
１
６
年
５
月
27
日
に
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
大
学

（
デ
ィ
ジ
ョ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
）
の
副
学
長
、
グ
レ
ゴ

リ
・
ウ
ェ
グ
マ
ン
教
授
が
、
異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

分
野
で
の
協
力
推
進
、
新
規
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
学

生
交
流
に
関
す
る
意
見
交
換
に
、
本
学
を
往
訪
さ
れ

ま
し
た
。

　

ウ
ェ
グ
マ
ン
先
生
の
来
学
は
、
２
０
１
５
年
12
月

２
日
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
大
学
か
ら
の
デ
レ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
（A

lex Fram
e

教
授
、Bernard A

ltheim

教
授
、

Bénédicte Fortier

教
授
、V

éronique Parisot

教

授
）
に
続
い
て
の
も
の
で
、
本
学
の
大
学
生
・
大
学

院
生
向
け
の
新
た
な
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
ち
上
げ

に
加
え
、
現
在
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
デ
ィ
ジ
ョ
ン

市
と
鶴
ヶ
島
市
の
姉
妹
都
市
協
定
つ
い
て
の
議
論
を

深
め
ま
し
た
。

　

両
大
学
間
に
お
け
る
一
層
の
相
互
交
流
、
新
た
な

協
働
研
究
の
開
始
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
大
学
の
副
学
長
ウ
ェ
グ
マ
ン
教
授
が
来
訪

日
時
：
２
０
１
６
年
５
月
27
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

グレゴリ・ウェグマン副学長との集合写真

　

２
０
１
６
年
５
月
31
日
、
海
外
姉
妹
校
の
チ
ェ

コ
・
プ
ラ
ハ
経
済
大
学
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
な
ど

３
種
の
バ
ラ
の
植
樹
式
が
、
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
（
埼
玉
県
坂
戸
市
）
の
「
水
田
清
子
記
念
ロ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
植
樹
式
に
は
、

同
じ
く
海
外
姉
妹
校
で
来
日
中
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
・

ウ
ッ
チ
大
学
の
ク
フ
ィ
ア
ト
ゥ
コ
ヴ
ス
キ
・
エ
ウ
ゲ

ニ
ュ
ー
シ
ュ
経
済
学
部
長
、
リ
ツ
・
ヤ
ン
元
理
事
長

ら
一
行
４
人
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
植
樹
さ
れ
た
の
は
、
水
田
清
子
・
元
名

誉
理
事
長
の
名
前
を
冠
し
た
新
種
の
バ
ラ
「Seiko 

M
izuta

」
に
加
え
、
プ
ラ
ハ
経
済
大
学
の
ハ
ナ
・

マ
フ
コ
ヴ
ァ
ー
学
長
か
ら
贈
ら
れ
た
チ
ェ
コ
の
バ
ラ

「
グ
ル
ス
・
ア
ン
・
テ
プ
リ
ッ
ツ
」、
返
礼
と
し
て
本

学
か
ら
マ
フ
コ
ヴ
ァ
ー
学
長
に
贈
呈
し
た
新
種
の
バ

ラ
「
ハ
ナ
・
マ
フ
コ
ヴ
ァ
ー
」
の
３
種
。

チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
経
済
大
学
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
バ
ラ
の
植
樹
式
を

坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の「
水
田
清
子
記
念
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
」に
て
挙
行

日
時
：
２
０
１
６
年
５
月
31
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
１
６
年
５
月
30
日
、
本
学
の
姉
妹
校
で
あ

る
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ッ
チ
大
学
か
ら
視
察
団
４
名
、

Ryszard Piasecki

先
生
（
開
発
経
済
学
部
長
、
元

大
使
）、Eugeniusz Kw

iatkow
ski

先
生
（
経
済
学

部
長
、
元
副
学
長
）、Jan Rydz

先
生
（
ウ
ッ
チ
大

学
元
理
事
長
）
とM

iron W
olnicki

先
生
（USA

、

Villanova 

大
学
教
授
）
が
、
交
流
推
進
の
た
め
本
学

を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
側
の
出
席
者
紹
介
を
行
っ

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ッ
チ
大
学
か
ら
視
察
団
４
名
が
来
訪

日
時
：
２
０
１
６
年
５
月
30
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

た
あ
と
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
報
告
や
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
、
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
出
発
、
ウ
ッ
チ
大

学
を
含
む
Ｖ
４
留
学
生
に
会
い
、
具
体
的
な
留
学
の

様
子
を
視
察
、
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
先
生
方
が
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
翌
31
日
に
は
、
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
を
来
訪
、
Ｊ
Ｕ
ロ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
に
て
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
経
済
大
学
か
ら
の
バ

ラ
の
植
樹
式
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｕ
に
新

し
く
来
た
留
学
生
の
歓
迎
会
が
行
わ
れ
、
Ｖ
４
、
韓
国
、

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
等
か
ら
新
し
い
学
生
た
ち
と
交
流
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
城
西
大
学
の
薬
学
部
の
白
衣
式
に
参
加

さ
れ
、
親
し
く
交
流
し
ま
し
た
。
檀
上
で
白
衣
を
着
て
、

皆
さ
ん
の
門
出
を
と
も
に
お
祝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ウ
ッ
チ
大
学
と
本
学
は
２
０
１
２

年
11
月
に
大
学
間
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
交
換
留

学
、
日
本
語
教
育
や
社
会
科
学
系
等
、
学
術
交
流
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
城
西
の
学
生
２
名
が
、

ウ
ッ
チ
大
学
が
主
催
す
る
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
交
流
を
通
じ
、
両
大
学
、
そ
し
て
日
本
と

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
関
係
が
よ
り
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

東京紀尾井町キャンパスにてミーティング
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
連
携
し
て
い
る
会
社
に
30
年
勤
め
、

２
０
０
６
年
か
ら
２
０
１
０
年
の
間
在
日
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
商
工
会
議
所
の
会
長
を
歴
任
さ
れ
た
方
で
す
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
が
「
エ
ク
ラ
ン
ド

氏
以
外
に
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
関
係
に
つ
い
て

詳
し
く
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
人
を
想
像
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
エ
ク
ラ
ン
ド
氏

は
自
分
の
経
験
に
基
づ
い
て
、
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
間
に
お
け
る
、
異
文
化
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
関

係
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
経
営
者
の
日
本
で
の
成
功
の

秘
密
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
と
っ
て
日
本
か
ら
学
習
で

き
る
こ
と
、
そ
し
て
最
後
に
、
日
本
人
の
学
生
が
海

外
で
挑
戦
す
る
こ
と
を
応
援
す
る
た
め
に
何
が
必
要

か
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
エ
ク
ラ
ン
ド
氏
は
講
演

を
し
な
が
ら
学
生
や
教
員
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
交
渉
も

行
い
、自
分
の
意
見
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
と
連
携
し
つ

つ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ
を
継
続
的
に
開

催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

マ
フ
コ
ヴ
ァ
ー
学
長
は
昨
年
11
月
、
学
校
法
人
城
西

大
学
創
立
50
周
年
記
念
の
世
界
学
長
会
議
終
了
後
に
、

城
西
国
際
大
学
の
「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
」
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
折
、

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
に
感
激
さ
れ
、
今
回
の
本
学
へ
の
寄

贈
と
な
り
ま
し
た
。「Seiko M

izuta

」
と
「
ハ
ナ
・
マ

フ
コ
ヴ
ァ
ー
」
は
、
バ
ラ
作
り
の
名
人
と
呼
ば
れ
る
富

吉
利
夫
氏
制
作
に
よ
る
新
種
で
、
い
ず
れ
も
国
際
ば
ら

コ
ン
ク
ー
ル
新
品
種
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
で
す
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
は
挨
拶
で
「
短
期
大
学
30
周
年
を

記
念
し
て
出
来
た
こ
の
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
に
色
々
な
国
か

ら
バ
ラ
を
頂
き
、
短
大
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
方
々
が
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
力
を
入
れ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。将
来
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
も
バ
ラ
を
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
国
際
的
な
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

を
皆
様
と
守
り
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
選
出
の
県
議
会
議
員

や
同
窓
会
代
表
、
学
生
代
表
、
留
学
生
代
表
も
加
わ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ラ
の
幼
木
に
土
を
か
け
ま
し
た
。

植樹をするエウゲニューシュ経済学部長、水田理事長、木下高志埼玉県議（右から）

　

２
０
１
６
年
６
月
７
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
は

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
の
国
際
会
議
室

で
、H

öganäs Japan K
.K

.

の
代
表
取
締
役
社
長
で

あ
る
、
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
エ
ク
ラ
ン
ド
氏
（M

r. 
Carl-Gustav Eklund

）
を
招
い
て
第
１
回
「
ス

ウ
ェ
ー
デ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
深
い
文
化
的
・
経
済

的
関
係
が
あ
り
、そ
の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
、

学
校
法
人
城
西
大
学
理
事
長
で
あ
る
水
田
宗
子
先
生

が
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
会
長
を
務
め
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
今
回
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ

を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
一
般
社

団
法
人
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
研
究
所
代
表
理
事
・
所

長
鈴
木
賢
志
先
生
、
一
般
社
団
法
人
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

社
会
研
究
所
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
留
学
生
や
日
本

人
学
生
、
教
職
員
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
エ
ク

ラ
ン
ド
氏
の
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

エ
ク
ラ
ン
ド
氏
は
ヨ
ー
テ
ボ
リ
大
学
の
ビ
ジ
ネ
ス
・

経
済
・
法
学
部
で
ビ
ジ
ネ
ス
、
経
営
を
学
び
、
卒
業
し

た
後
、
チ
ャ
ル
マ
ー
ス
工
科
大
学
で
メ
カ
ニ
カ
ル
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
修
士
課
程
を
卒
業
。１
９
８
０
年
に
来
日
し
、

日
本
ボ
ル
ボ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
を
は
じ
め
、

第
１
回
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
６
月
７
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

留学生から花束の贈呈

　

２
０
１
６
年
６
月
24
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
は

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
の
国
際
会
議
室

で
、
元
神
戸
大
学
教
授
の
風
呂
本
武
敏
氏
を
招
い
て
第

１
回
「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
３
月
、
日
本
経
団
連
名
誉
会
長
の
米
倉
弘
昌
氏

と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大
使
館
の
ご
支
援
を
得
て
、
本
学

と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
リ
ム
リ
ッ
ク
大
学
と
の
交
流
が

ス
タ
ー
ト
。
今
年
か
ら
両
学
に
よ
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
カ

フ
ェ
は
そ
れ
を
記
念
し
た
も
の
で
す
。
お
越
し
い
た

だ
い
た
米
倉
氏
を
は
じ
め
、
留
学
生
や
日
本
人
学

生
、
教
職
員
ら
約
１
２
０
人
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

風
呂
本
氏
は
１
９
５
８
年
、
京
都
大
学
文
学
部

卒
。
神
戸
大
学
や
愛
知
学
院
大
学
の
教
授
を
歴
任
。

国
際
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
協
会
の
日
本
支
部
会
長
も

お
務
め
に
な
り
ま
し
た
。
著
書
に
「
見
え
な
い
も
の

を
見
る
力
」「
半
歩
の
文
化
論
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
水
田
宗
子
理
事
長
が
「
風
呂
本

先
生
は
、
大
変
ご
高
名
な
英
文
学
者
で
あ
り
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
研
究
の
第
一
人
者
で
す
。
本
日
の
講
演
は

私
た
ち
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
好
き
に
さ
せ
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

第
１
回
「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
６
年
６
月
24
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス



No.23  2016.9.30

18

業
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
日
本
、
第
三
国
な
ど
で
、

各
専
門
分
野
で
活
躍
、
現
在
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内

で
３
０
０
名
を
超
え
る
学
生
に
奨
学
を
授
与
、
学

校
・
図
書
室
建
設
な
ど
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
教
育
・
人
材

育
成
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
学
は
、
こ
の
今
泉
氏
の
志
を
大
切
に
、
今
後
も

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
教
育
・
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
９
月
13
日
、「
２
０
１
６
年
度
秋
季

入
学
式
」
を
城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

の
水
田
記
念
ホ
ー
ル
で
挙
行
し
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
春
季
の
入
学
式
・
卒
業
式
に
加
え
て
、

主
に
外
国
人
留
学
生
を
対
象
に
し
た
秋
季
の
入
学

式
・
卒
業
式
を
挙
行
し
て
い
ま
す
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
は
、「
異
な
る
思
想
や
文
化
を

持
つ
人
々
が
共
生
す
る
世
界
で
は
、
多
様
性
を
尊
重

し
て
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
、

将
来
は
ど
う
か
城
西
国
際
大
学
の
一
員
と
し
て
社
会

の
大
き
な
変
動
に
立
ち
向
か
い
、
そ
し
て
さ
ら
に
日

本
と
世
界
と
の
関
わ
り
に
深
い
理
解
を
持
つ
グ
ロ
ー

バ
ル
な
人
材
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

世界各国の留学生とともに学生代表宣誓を述べる江 凱銘さん

２
０
１
６
年
度
秋
季
入
学
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
６
年
９
月
13
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
１
６
年
７
月
26
日
、
今
泉
記
念
ビ
ル
マ
奨
学

会
会
長
今
泉
清
詞
会
長
ご
一
行
が
交
流
・
人
材
育
成

推
進
の
た
め
、
本
学
水
田
理
事
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。

　

訪
問
の
目
的
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
交
流
・
人
材

育
成
の
支
援
と
し
て
、
今
泉
記
念
ビ
ル
マ
奨
学
会
か

ら
、
す
で
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
留
学
生
を
受
け
入

れ
て
い
る
学
校
法
人
城
西
大
学
に
対
し
、
一
層
の
交

流
の
発
展
へ
の
期
待
を
込
め
て
、
多
額
の
寄
付
金
を

水
田
理
事
長
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
今
泉
記
念
ビ
ル
マ
奨
学
会
」
は
、
今
泉
会

長
が
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
３
年
間
ビ
ル
マ
（
現

ミ
ャ
ン
マ
ー
）
で
戦
い
、
過
酷
な
戦
場
か
ら
生
き
て

帰
ら
れ
た
の
は
自
分
た
ち
の
食
べ
る
物
に
も
不
自
由

す
る
中
で
食
べ
物
を
分
け
与
え
、
助
け
て
く
れ
た
ビ

ル
マ
人
達
の
お
蔭
で
、
将
学
会
も
そ
の
温
情
に
対
す

る
恩
返
し
で
あ
る
と
お
考
え
の
も
と
、
将
来
建
国
に

貢
献
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
若
い
人
材
を
育
て
る
目
的

で
、
１
９
８
９
年
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
に
設
立
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
奨
学
会
か
ら
の
支
援
を
得
て
、
こ
れ
ま
で
博

士
号
取
得
者
25
名
を
含
め
１
８
７
名
の
奨
学
生
が
卒

今
泉
清
詞〝
今
泉
記
念
ビ
ル
マ
奨
学
会
〟会
長 
ミ
ャ
ン
マ
ー

と
の
人
材
育
成
の
た
め
寄
付
金
を
城
西
大
学
へ
贈
呈

日
時
：
２
０
１
６
年
７
月
26
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

寄付を贈呈する今泉会長

　

風
呂
本
氏
は
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
題
し
た
講
演
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
と
日
本
の
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
研
究
の
歩
み
を
紹
介
し
た
後
、
環
状
列
石

な
ど
の
石
文
化
、
輪
廻
転
生
や
変
身
譚
な
ど
の
思
想
に

見
ら
れ
る
日
本
文
化
と
の
類
似
性
に
も
言
及
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
風
呂
本
氏
は
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
の
紛

争
に
も
触
れ
、「
紛
争
の
中
で
よ
く
言
わ
れ
た
の
が
、

『
多
様
性
を
持
っ
た
統
一
性
』
と
い
う
こ
と
。
少
数

意
見
を
尊
重
し
て
多
様
な
意
見
を
持
つ
こ
と
が
自
分

た
ち
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は

気
が
つ
い
た
。
こ
れ
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
発
し
て

い
る
非
常
な
大
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
う
」
と
指

摘
。「
コ
ン
パ
ク
ト
な
人
口
と
地
域
の
中
で
、
人
々

は
延
々
と
連
な
る
文
化
を
共
有
し
て
い
る
。
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
は
そ
う
い
う
サ
ン
プ
ル
を
今
日
の
我
々
に
も

提
供
し
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
最
近
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
経
済
に

関
す
る
学
生
の
質
問
に
、
米
倉
氏
が
お
答
え
に
な
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

講演する風呂本氏
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今
回
は
17
か
国
・
地
域
か
ら
入
学
生
を
迎
え
、
各

国
を
代
表
し
た
新
入
生
た
ち
が
登
壇
し
、
母
国
語
で

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
観
光
学
部
に
入
学
し
た

台
湾
出
身
の
交
換
留
学
生
・
江 

凱
銘
さ
ん
は
、「
私

た
ち
新
入
生
一
同
は
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
『
学
問

に
よ
る
人
間
形
成
』
を
尊
重
し
、
国
際
社
会
で
活
躍

で
き
る
人
材
と
な
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く

宣
誓
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
９
月
26
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン

パ
ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で
、
中
国
の
瀋
陽
薬
科
大
学
と

の
学
術
交
流
協
定
書
の
調
印
式
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
城
西
大
学
と
城
西
国
際
大
学
の
薬
学
部
の
学
生

や
教
職
員
ら
約
１
０
０
人
が
、
調
印
式
を
見
守
り
ま

し
た
。

　

瀋
陽
薬
科
大
学
は
、
学
問
、
実
験
研
究
の
方
面
に

お
い
て
旧
中
国
医
科
大
学
の
伝
統
を
多
く
引
き
継

ぎ
、
中
国
で
最
初
に
創
立
さ
れ
た
薬
科
大
学
で
、
日

中
の
友
好
と
教
育
の
促
進
に
お
い
て
大
き
な
業
績
を

残
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
北
里
大
学
な
ど
日
本
の

約
30
の
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
す
で
に
、
数
名
の
瀋
陽
薬
科
大
学
の
学
生
が
本

学
の
薬
学
研
究
科
で
学
位
を
取
得
し
、
現
在
も
２
人

の
学
生
が
大
学
院
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
来
学
し
た
の
は
程
卯
生
・
副
学
長
を
は

じ
め
、
方
亮
・
薬
学
院
長
、
蔡
洪
宇
・
国
際
交
流
処

長
の
３
人
。
方
亮
院
長
が
城
西
大
学
の
薬
学
部
に
留

学
し
て
い
た
縁
な
ど
に
よ
っ
て
、
今
回
の
学
術
交
流

協
定
の
締
結
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

挨
拶
で
水
田
理
事
長
は
「
方
亮
院
長
は
城
西
大

学
の
卒
業
生
で
、
本
学
と
瀋
陽
薬
科
大
学
は
深
い
関

係
を
持
ち
、
教
育
を
通
じ
た
深
い
連
携
を
と
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
締
結
は
、
城
西
大
学
、
城
西

国
際
大
学
の
薬
学
部
と
の
交
流
、
ま
た
そ
の
他
の

学
部
の
交
流
に
と
っ
て
も
、
さ
ら
に
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
す
大
変
う
れ
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
程
副
学
長
は
「
盛

大
な
調
印
式
と
熱
烈
な
歓
迎
を
用
意
し
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
調
印
に
よ
っ

て
、（
両
学
が
）
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
体
制
を
つ
く
れ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
学
生
の
共
同
教
育

や
共
同
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
応
え
ま
し

た
。

　

出
席
者
の
紹
介
の
後
、
水
田
理
事
長
と
程
副
学
長

が
協
定
書
に
サ
イ
ン
を
し
て
調
印
式
を
終
え
ま
し

た
。
今
回
の
学
術
交
流
協
定
締
結
に
よ
っ
て
、
両
大

学
の
交
流
が
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

瀋
陽
薬
科
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
６
年
９
月
26
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

挨拶する程副学長

『
ド
ク
ト
ル
・
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
知
恵
袋

平
和
へ
の
処
方
箋
』
刊
行

　

水
田
三
喜
男
記
念
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ク
チ
ャ
ー
シ

リ
ー
ズ
の
第
１
回
の
講
演
者
で
も
あ
る
マ
ハ
テ
ィ
ー

ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
元
首
相
の
著
書"W

it and 
W

isdom
"

の
日
本
語
翻
訳
版
が
い
よ
い
よ
発
売
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
22
年
に
及
ぶ
首
相
在
任
中
、

そ
し
て
辞
め
て
か
ら
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元
首
相
の
さ

ま
ざ
ま
な
発
言
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
著
者
の
平
和

へ
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
る
１
冊
。

　

書
籍
に
関
す
る
情
報
や
購
入
方
法
に
つ
い
て
は
、

学
校
法
人
城
西
大
学
出
版
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
トhttp://

w
w

w
.josai.jp/jupress/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
ド
ク
ト
ル
・
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
知
恵
袋 

平
和
へ
の
処
方
箋
』
刊
行

『
篠
田
正
浩 

映
画
講
義
』
刊
行

『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
夢
を
摘
ん
だ
メ
デ
ィ
ア
』
刊
行

出
版
活
動

調印後の記念撮影
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『
篠
田
正
浩 

映
画
講
義
』
刊
行

　

国
際
的
に
人
気
の
高
い
映
画
監
督
で
あ
り
、
城

西
国
際
大
学
客
員
教
授
で
も
あ
る
篠
田
正
浩
氏
が
、

「
城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
映
像
講
座
」
で

行
っ
た
対
談
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
ま
と
め
た

本
書
は
、
日
本
文
化
へ
の
深
い
造
詣
、
篠
田
映
画
と

音
楽
の
関
係
、
映
画
作
り
の
真
髄
な
ど
映
画
フ
ァ
ン

に
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

書
籍
に
関
す
る
情
報
や
購
入
方
法
に
つ
い
て

は
、
学
校
法
人
城
西
大
学
出
版
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.josai.jp/jupress/

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

 『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

夢
を
摘
ん
だ
メ
デ
ィ
ア
』
刊
行

　

本
書
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
華
や
か
な

１
９
１
８
年
を
挟
ん
で
起
き
た
諸
々
の
事
件
を
再

考
、
一
時
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
謳
歌
し
な
が
ら
、
結

局
は
戦
争
と
い
う
大
き
な
う
ね
り
に
飲
み
込
ま
れ
て

い
く
メ
デ
ィ
ア
の
姿
を
、
城
西
大
学
客
員
教
授
・
鈴

木
健
二
先
生
が
丹
念
に
取
材
し
、
読
み
や
す
い
物
語

風
に
ま
と
め
た
。
戦
後
70
年
の
今
、
改
め
て
メ
デ
ィ

ア
の
役
割
を
問
い
な
お
す
。

　

書
籍
に
関
す
る
情
報
や
購
入
方
法
に
つ
い
て

は
、
学
校
法
人
城
西
大
学
出
版
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.josai.jp/jupress/

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●周辺図


